






































2016） に よ れ ば、2014 年 度 の 一 時 保 護 件 数
22,005 件のうち、児童虐待を理由とするものは
10,695 件で全体の約半数を占めている。この割合




























































表記 実施年度 調査報告書タイトル 実施主体（代表者）
調査① 平成 14 年度 児童相談所一時保護所の現状と課題に関する研究 日本子ども家庭総合研究所
（高橋重宏）
調査② 平成 18 年度 児童相談所一時保護所の運営に関する調査研究 こども未来財団（安部計彦）





調査④ 平成 25 年度 一時保護所の概要把握と入所児童の実態調査 日本子ども家庭総合研究所
（和田一郎）





















































































































































































































































































































































































































































































































































































1 ） 2016 年 4 月現在。一時保護所を 2 箇所併設して
いる児童相談所も含む。






3 ） 2014 年度は非行 3,199 件（14.5％）、保健・育成





所児童数 7 人未満を小規模とし、24 時間体制の
強みを活かした機能強化を提案している。










































厚生労働省（2016）『平成 28 年 4 月 19 日児童相談所長
研修：児童家庭福祉の動向と課題』
厚生労働省（2016）『社会的養護の現状について（参考
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